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日程１ 開会の宣告 

 

（委員長） 

 それでは、定刻になりました。皆さんこんにちは。つい二、三日前はとても寒い日で

したけれども、きょうは少し暖かくなって一息ついたような感じになっております。師

走も本当にどんどんと正月に向けて差し迫ってきている、慌ただしい感じがします。 

 これより佐賀市教育委員会１２月定例会を開きたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 本日の日程につきましては、配付しておりましたとおりでございますが、第３０号議

案が人事案件との絡みがありますので、後ほど、追加提案の人事案件とあわせまして、

非公開で審議したいと思います。従いまして、一部順序を変更いたしますので、よろし

く御了承ください。 

 本日は６人中６人の委員が出席しておりますので、適法に委員会が成立しておりま

す。それでは、これより本日の日程に入ります。 

 

日程２ 会議録の報告 

 

（委員長） 

 日程の２、会議録の報告を求めます。 

 

（教育総務副課長） 

 １１月２５日の定例教育委員会の会議録につきましては、１２月１８日に配付してお

りますとおりでございますので、よろしくお願いいたします。 

 

（委員長） 

 何か質疑は。はい、どうぞ。 

 

（Ａ委員） 

 削除してほしいところがあります。 

 ４ページの私の発言で、「じゃあ、この定員というのはない──」と、線を引っ張って

ありますよね。そこまで削除してもらって、「審議会で」というのを生かしてもらいた

いなと思います。 

 

（委員長） 

 Ａ委員さんのところですね。「審議会で何名というのは決まっておりますか。」という

ことにしてくださいということですね。 

 

（Ａ委員） 

 はい。 

 

（委員長） 

 よろしゅうございますか。ほかございませんでしょうか。よろしいですか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 では、異議なし、承認ということで、報告書を承認いたします。 

 

日程３ 教育長報告 

 

（委員長） 

 では、次の日程３ですが、教育長の報告を求めます。 
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（教育長） 

 それでは、お手元にプリントを用意させていただいておりますので、それに沿ってか

いつまんでお話しをしたいと思います。 

 まず、１点目が、佐賀市幼保小合同研修会。これが川上小学校と川上幼稚園・保育園、

３幼保小で行われました。それに参加をいたしまして、幼稚園、保育園と小学校との接

続というのがだんだん、その方法が定着して浸透してきつつあるなというのを実感とし

て思いました。 

 特に川上の場合には、非常に私、感激をいたしましたのが、川上小学校は幼稚園児と

保育園児と小学１年生が一緒に活動をするときに、必ず保護者の方もその授業の入られ

るんです。もちろん強制ではございませんので、その日に参加された保護者は必ず入っ

て、これは参観じゃないんです。授業に参加をすると。そして、最後のまとめの段階で

は、親御さんにも意見を求められるんです。そのときの発言が、やはり子供のいいとこ

ろをよく見て、言うならば褒めていらっしゃるなということをつくづく感じました。子

供たちも、やっぱり子供同士のかかわり、大人とのかかわり、そういうものを通して確

実に人間の関係をつくる力が伸びてきていることを実感をしたところでございます。 

 また、教職員については、意識の変革もかなり図られてきているということを実感し

ました。それはどういうことかといいますと、私どもはついつい何かをさせますと、「も

うできた？」と聞くんです。あるいは、「もう時間来たけどどう、もうできましたか？」

と聞くんですが、この川上の先生方は、「できた？」という問いから「困ったことはな

かったね？」と聞かれる。つまり、できなかったことからの、わからないところからの

出発と言っていいんでしょうか、そういうところにいわゆる子供との目線が一体として

あるということを感じました。 

 やはりわからなさからの出発というのを原点に据えておきますと、子供への温かさと

か誠意が見えてまいります。そういう意味で、非常にこれは参考になりました。 

 特にそれを裏づけるように、校長の全体説明では、安心感を持ってもらうということ

で、いわゆるしきりに強調されましたが、まさにそれがこの一つの活動の中から読み取

ることができたなということを感じて戻ってきた次第です。 

 それから、２点目です。 

 小中一貫・連携教育フォーラムと芙蓉校の公開授業研究会がドッキングしてございま

した。 

 午前中が佐賀市教育委員会主催のフォーラム、午後からは芙蓉小中学校による公開授

業研究会ということでございましたが、まさに午前中は佐賀市が行っております３つの

一貫教育、つまり校区型での連携、それから、校舎隣接型の連携ないしは一貫、それか

ら、校舎一体型の一貫教育ということで、この３つの種類に沿って、それぞれ情報交換

なりポスターセッションが行われましたが、ここで非常に参考になったのは、佐賀市だ

けの会合ではなくて、例えば、唐津のほうからも小中一貫をやっている学校の先生が実

際にそこで情報を提供してもらう、あるいは多久で今後取り組もうとしている内容、情

報を提供していただくということで、非常に全県的な共通の場を得る、そういう機会に

なったということを思いました。 

 ただ、この中で私は最終的に頭に残ったのが、やはり第１ステップは教職員の意識改

革だと、これがやっぱり小中連携にしろ一貫にしろ、ここにワンステップあるというこ

とを感じました。 

 次に３点目ですが、防災訓練に私も初めて参加して、実を言うと、語弊があるかもし

れませんが、感動したんですよ。こんなにも１つの災害から皆さんを救う、あるいは災

害が極力最小限に被害を抑えるということに、これだけの人たちがかかわっているのか

ということで、非常に感動すると同時に、初めて参加をして大変有意義でございました。 

 裏のほうに書いていますが、訓練、体験、講習、展示と幅広いところに、いろんな各

種団体からこれに協力を得て、やはり本当に災害が起こったときには、極端に言えば、

こちらのほうが情報を流しても、それで被害がおさまるということではございません。
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各種団体がやっぱり協力をし合って、それぞれの立場で動きをつくらないと被害を最小

限に抑えたり救出というのはできないなということを思いました。 

 最後に、「災害は忘れたころにやってくる。」というのは、私もよく子供にそう言って

いました。災害は忘れたころにやってくるよと言っていましたが、災害は確実にやって

くると、こういうことをその日、実感をしたところでございました。やはり私どもは、

忘れたころじゃなくて、災害というのは確実に来るんだという認識を持つ必要があるの

ではないかなというふうに思っております。 

 ４点目の市長との教育懇談会、これは前回の勉強会で、ちらっと委員長さんから話が

ありましたので、割愛をさせていただきます。 

 ５番目、佐賀市少年の主張大会、これにＤ委員さんも御参加をされておりました。や

はり時代を反映している、やっぱり時代の時々の問題が子供たちの問題にもなってい

る、これを感じたところです。 

 例えば、いじめの問題、命の問題、あるいは人権や平和の問題、それから、環境問題、

ふるさとに関すること、あるいは家族ということ、いろんなジャンルに子供たちの視点

がいって、そこから課題を見つけて、それに対する自分の考えを展開していくという、

実にすばらしい、佐賀市全体ですから、各校区で代表が集まっては来ているんですが、

内容もすばらしかったんです。 

 ところが、内容がすばらしいからかもしれませんが、訴え方、これが実に、もう何か

テレビのアナウンサーを見ているような感じで、あるいは役者さんを見ているような感

じで、身振り手振り表情、もう実に見事なお子さんも中にはいらっしゃいました。そう

いうことで、子供はまさに見ているなということを感じたところです。 

 それから、博愛フェスタが１２月６日に開会されました。 

 ここで私も昨年も参加をしたんですが、ことし改めて思ったことが、確実に佐野常民

侯の物の考え方、これが少しずつ各県に浸透してきている。といいますのは、絵画の表

彰式に鹿児島とか愛媛から入賞された方が親子で来られていたんですね。話を幾らかし

てみました。そしたら、やっぱり佐野常民侯の業績に非常に共感をされている。子供を

はるばる連れて、生の佐野常民が育ったそのふるさとを見せて、ここでどういうふうな

感じを子供が持つか実感をさせたかったと、こんなふうにおっしゃられて、非常に嬉し

い限りでございました。 

 ただ、いかんせん佐賀県内、佐賀市内のほうではいま一つここら辺のところの盛り上

がりが欠けるのかなという思いがありますので、ここら辺は同じ佐賀市民として、何と

かてこ入れをしていく必要があるんじゃないかなというのを最近感じております。 

 あといろいろございましたが、以上５点を報告にかえさせていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

（委員長） 

 今の報告内容について何か質問なり、あるいはもっとここが知りたいということ、何

かあればどうぞ。よろしいですか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、よろしいということですので、きょうの報告はそういうことで終わります。 

 

日程第４ 提出議案 

 

（委員長） 

 引き続きまして、日程の４ですが、一応報告事項のことに移りたいと思います。 

 佐賀市立小・中学校の適正配置等に関する答申についてということで、よろしくお願

いします。 
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（教育総務課教育政策係主任） 

 教育総務課から、佐賀市立小・中学校の適正配置等に関する答申について御報告をい

たします。 

 お手元に答申の写しと新聞記事のほうをお配りしておりますが、そちらの資料をごら

んになりながら説明をお聞きください。 

 昨年８月に小・中学校施設の在り方検討委員会を設置し、学校の適正配置等に関する

諮問を行いましたが、延べ１１回の審議を経て、去る１２月８日に答申が教育委員会に

出されております。 

 答申内容としましては、資料としてお配りしている答申の写しのとおりでございま

す。 

 これらの概要については、１２月１４日に議会へ報告を行うとともに、同じく１２月

１６日には市政記者への説明会を開催し、内容を報告しております。 

 お手元にその際の新聞記事をお配りしておりますが、ごらんになっていらっしゃいま

すでしょうか。 

 内容的には、北山東部小学校の統合を中心とした記事になっております。 

 記事掲載後の住民の方々の反応について、学校のほうに確認いたしましたが、現在の

ところ、特段住民の方や保護者の方から問い合わせはあっていないというふうに聞いて

おります。 

 差し当たって今後の予定といたしましては、１月上旬に対象校区である松梅、富士、

三瀬、大詫間の各校区の自治会長会において、事務局のほうから答申内容の説明を行い

ます。さらに、北部地区合同の住民説明会を富士生涯学習センターで１月２７日に開催

するように調整しており、その後は対象校区ごとに話し合いを進めていく予定でおりま

す。 

 これらの住民説明会や、また、教育委員さん方による先進地視察等を行っていただき

ながら、教育委員会としての基本的な方針について、早ければ来年度中をめどに検討を

行っていただきたいと考えております。 

 簡単ですが、報告事項は以上です。 

 

（委員長） 

 この件につきまして、教育委員会では私たちも勉強会を何回もし始めておりますし、

今後もしないといけないということになりますが、きょうの報告について何か意見があ

れば。よろしいですか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 はい、そういうことで、では、学校の適正配置等についての答申についての報告はこ

れで終わります。 

 次ですが、次世代育成支援行動計画（案）について、それを関係からお願いします。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 それでは、こども課のほうから報告をいたします。 

 ３ページ、４ページ、５ページに記載しております。 

 ３ページをお開きください。それと、前回の勉強会の折に行動計画（案）というのを

お渡ししておりましたので、それもあわせてごらんいただきたいと思います。この３、

４、５ページを主にご説明をいたします。 

 未来を担う子供たちが健やかに成長し、だれでもが安心して子育てができる地域社会

づくりを推進することを目的といたしまして、佐賀市次世代育成支援行動計画（案）を

策定したところでございます。 

 今回の計画は、後ほどまた説明いたしますけれども、前期計画に引き続く後期計画で

ございます。骨格となります基本理念、基本目標などにつきましては、前期計画を踏襲

しております。 
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 しかしながら、社会情勢の変化、あるいは市民ニーズ調査を実施しておりますけれど

も、これらのこと、また、国がこの計画をつくるに当たりましては、計画の指針を出し

ておりますので、これらを反映をさせております。 

 この行動計画は６章で構成をしております。後期計画におきましては６つの施策を掲

げておりますけれども、この施策ごとに成果指標と目標値を設定をいたしまして、毎年

計画の検証を行っていくところとしております。 

 まず初め、１番目に、「計画の位置づけ」、これは計画書案では２ページになりますけ

れども、これは次世代育成支援行動計画は１０年間の時限立法として平成１５年７月に

制定をされております。 

 この法律の主な目的といいますのは、少子化の進行に歯どめをかけることを目的とし

た法律でございますが、この法律の第８条第１項に基づく佐賀市の行動計画となってお

ります。 

 計画の期間は５年を１期といたしまして、平成１７年から２１年までを前期計画、そ

れから、今回ご報告しますのが、平成２２年度から２６年度までの後期計画でございま

す。 

 ２番目の「計画策定の方法」でございますけれども、この計画を策定するに当たりま

して、佐賀市次世代育成支援対策地域協議会というのを設置をしております。その中で

計画案につきまして御審議をしていただきました。 

 委員さんは１３名で構成されております。学識経験者、それから、行政機関、医療機

関、企業関係者、労働者関係、それからまた、公募による一般市民の方も入っていただ

いております。 

 平成２１年１月から１１月まで６回開催をしたところであります。 

 それから、庁内におきましても推進委員会を立ち上げまして、これは関係課２４課で

ございますけれども、協議を行ったところでございます。 

 次に、(2)の前期計画における事業の達成状況でございます。 

 これは、そこに掲げておりますけれども、この事業といいますのが個別事業でござい

まして、個別の事業ごとに目標指標というのを設けております。１５年の実績から２１

年の目標を掲げまして、達成できたかどうかにつきましては担当課で判断を行ったもの

でございます。 

 そういうことで、計画を上回って実行できたというのが２１、計画どおりというのが

１９３、目標に達しなかったというのが２２、事業実施しなかったというのが１２事業

ございます。そういうことで、この表からいきますと、おおむね計画どおりに達成でき

たということになります。しかしながら、これは目標指標を達成できたということが、

事業として効果を上げたかどうか、また課題解決に結びついたかどうかということを市

民が評価をするシステムということにはなっておりませんので、検証方法としては十分

であったかというと、必ずしもそうではなかったというふうに認識をしております。そ

のため、後期計画におきましては、６つの基本施策ごとの成果指標と目標値を掲げて、

毎年市民アンケート調査を実施して検証をしていくこととしております。 

 それから、(3)のニーズ調査の実施でございますけれども、これはことしの３月に実

施をしております。対象者は就学前児童の保護者１，５００人、それから、小学生の保

護者１，５００人、２０代から３０代の市民１，０００人、合計４，０００人を対象と

してニーズ調査をしております。 

 調査の項目といたしましては、大きく言いますと１９の項目でございます。具体的に

申し上げますと、保育サービスや子育て支援サービスの利用状況や今後の利用の意向、

あるいはまた保護者の就労状況、地域の子育て環境、少子化等についての調査を行った

ところでございます。 

 それから、(4)のインタビュー調査の実施でございますけれども、これは地域の関係

団体ということで、ＰＴＡ、あるいは青少健、自治会等の関係者の方に集まっていただ

きまして、子育てに関する課題等を把握したところでございます。 
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 続きまして、４ページをごらんいただきたいと思います。 

 ３．「ニーズ調査により抽出された課題」でございます。 

 今回、ニーズ調査をいたしましたけれども、この調査の結果が前期の評価といいます

か、課題ということになろうかというふうにこども課としては認識をしております。こ

れは６つに分けておりますけれども、６つの基本施策を構成いたしますので、そういう

ことで６項目にまとめているものでございます。 

 まず初めに、(1)地域における子育て支援であります。 

 その①地域の子育て支援の充実でございますが、これにつきましては、保護者は近所

とのかかわりというのは薄うございますが、しかしながら、一方では、地域の人に対し

まして、子どもへの積極的なかかわりは求めております。 

 また、住民同士の援助活動など、支援活動に参加したいという市民が多いというのも

アンケートから出ております。そういうことで、地域力を生かした取り組みが可能だと

いうふうに考えております。 

 ②の家庭の教育力の向上ですけれども、これは多くの保護者が子どもの教育、あるい

は子育てに関して日常的に悩みを抱えておるのが実態でございます。また、同年齢の子

どもを持つ親同士の相談の機会を望んでいるというのが出てきております。 

 (2)ですけれども、子どもを育む環境でございますが、家庭におきましては「家族の

ふれあい」や「命や物の大切さを教えること」を心がけているという回答が多数でござ

いました。そういうことで、このようなことが重要視されております。 

 また一方、一般市民の方からは、戸外で遊ぶ子どもを余り見かけなくなったとか、子

どもを取り巻く環境が以前に比べると悪くなったという結果が出ております。 

 (3)支援が必要な子どもや家庭についてでありますけれども、子育てに関する不安感

や負担感を感じている家庭の割合が半数を超えている実態がございます。 

 (4)親子の健康。 

 ①の子どもの生活習慣でございます。このアンケートの結果におきましては、ほとん

どの子どもが朝食をとっております。また、就寝時間も９時前後ということで、おおむ

ね子どもたちの生活習慣というのはできているのかなという状況であります。 

 それから、②小児医療体制でございますけれども、約３割の保護者が急病のときに、

すぐに診てくれる医療機関が見つからずに困ったという回答が来ております。一方で

は、多くの方につきましては休日夜間子ども診療所で受診することができたという回答

も出ております。 

 それから、③妊娠・出産の不安でございますけれども、悩みを抱えている親が多いと

いう状況であります。 

 (5)仕事と家庭の両立でございます。 

 仕事時間と家事、プライベートの生活時間の優先度につきましてでございますが、こ

れは希望に反しまして、仕事時間を優先している人が多い状況にあります。 

 それから、仕事と家庭の両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が整っていれば継

続をして就労をしていたという答えが３分の１ほどあっております。 

 (6)子どもや子育てに優しい生活環境でございます。 

 子育ての上で地域に望むことといたしまして、子ども連れで外出した場合に、困って

いたら手助けをしてほしい、あるいは、子どもが危険な目に遭いそうなときは手助けを

してほしいというふうな回答が多く寄せられております。子育てをする上で地域の人々

に支援を求める保護者が多いのが実態でございます。 

 これがニーズ調査から抽出された課題でございます。 

 次に、４番目ですけれども、計画の基本的な考え方、あるいは施策の具体的な取り組

みにつきましては、５ページの「佐賀市次世代育成支援行動計画」によりまして説明を

したいと思います。５ページのほうをごらんいただきたいと思います。 

 左端のほうで基本理念を掲げております。子育ての基本は家庭であることから、子ど

もだけではなく、親もともに育っていけるような環境整備をいたしまして、地域社会が
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一体となって支えていくことを目指しまして、基本理念は「子も親も心豊かに共育ち 

地域・社会で育む子どもの笑顔」としております。 

 それから次に、四角で囲っておりますけれども、基本目標でございます。これは基本

理念に基づきまして、家庭、地域社会などが役割を認識し、子育ての意義について理解

が深められるように、４つの基本目標を掲げております。 

 次に、基本施策・基本事業でございます。基本理念、基本目標の実現に向けまして、

６つの基本施策のもとに基本事業を示しまして、総合的な施策の展開を図ることとして

おります。また、基本事業ごとに個別事業を連ねております。個別事業と事業内容につ

きましては計画案の最後のほう、５２ページ以降に掲げております。 

 それでは、初めに基本施策の１のほうの説明に入ります。 

 １、「地域における子育て・親育ちへの支援」でありますが、これは右側のほうに四

角を囲っておりますが、その主な方向性をその文面で示しているところでございます。

佐賀の地域力を生かしまして、子どもへのまなざし運動を中心に、地域で子育てを支え

る取り組みを進めていきます。 

 また、子育ての原点は家庭にあることから、親も子もともに成長する育ち合いを支援

していきます。そのために４つの基本事業を示し、さらに基本事業ごとに個別事業、こ

の１で申しますと３０事業ございますけれども、これによって取り組みを進めていくこ

ととしております。 

 なお、後期計画におきましては、先ほども申し上げましたけれども、基本施策の成果

指標と目標値を設定いたしまして、毎年アンケート調査を行い、事業が効果を上げてい

るのかどうかを検証していくこととしております。 

 次に、施策の２でございますが、「子どもの生きる力を育む環境の充実」でございま

す。これは次代の親となる子どもたちの健やかな成長を支援する環境づくりを目指して

いきます。そのために、６つの基本事業のもとに５２の個別事業により環境の充実を図

っていきます。これにつきましては、４つの成果指標と目標値を掲げております。 

 次に、３番目の施策ですけれども、「支援を要する子どもや家庭を支える取り組みの

推進」でございます。これは、さまざまな情報の提供や相談体制の充実を図りまして、

子育てに不安や負担を感じている家庭やひとり親家庭などの支援の充実に取り組んで

いくことといたします。４つの基本事業のもと、３１の個別事業によりまして取り組み

の推進を図っていきます。これは、１つの成果指標と目標値を掲げております。 

 次に、４番目の基本施策ですが、「親子の健康の確保・増進」、これは安心して親子が

健康に過ごすことができるよう、母子保健計画や食育推進基本計画の事業と連携した健

康づくりを推進していきます。これは、４つの基本事業のもとに、２８の個別事業によ

り取り組みを行っていきます。これは、３つの成果指標と目標値を掲げております。 

 次に、施策５、「仕事と家庭との両立の推進」、仕事と家庭との両立や仕事と生活の調

和の実現につきましては、理想と現実には大きな差がありますが、社会の理解や合意形

成を促進するための啓発広報に努めていきます。また、働きながら子育てがしやすい環

境づくりに努めてまいります。この施策におきましては、２つの基本事業を掲げ、１８

の個別事業により、意識の啓発、環境の整備を図ってまいります。３つの成果指標と目

標値を掲げております。 

 施策６、「子どもの安全確保と子育てに適した生活環境の整備」でありますが、地域

で安心して子育てができるよう生活環境の整備の充実と、子どもを交通事故や防犯等の

危険から守るため、地域と連携をした取り組みを推進していきます。そのために３つの

基本事業のもと、１８の個別事業によりまして環境の整備を図っていきます。これは、

３つの成果指標と目標値を掲げております。 

 以上がこの計画の内容でございます。 

 最後ですけれども、この計画案につきましては、パブリックコメントを実施いたしま

す。今月の２８日、月曜日から平成２２年の２月３日、水曜日までパブリックコメント

を行って広く市民からの意見を募るところでございます。 
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 なお、このパブリックコメントを反映して最終案を決定したいというふうに考えてお

ります。最終案につきましては、２月の定例教育委員会にご提案し審議をお願いしたい

と思っております。 

 以上でございます。 

 

（委員長） 

 次世代育成支援行動計画についての関係課からの説明がありました。 

 このことについても勉強会で私たちも勉強をしたところですが、きょうのことで何

か。（「１ついいですか」と呼ぶ者あり）はい、どうぞ。 

 

（Ｄ委員） 

 ３８ページの「子どもの生きる力を育む環境の充実」のところで、審議された部分の

目標値が４０％というのはどういう基準なのかなと思って、もう少し高くしてもらった

ほうがいいのじゃないかと思うんですけど。子どもの成長に合った「力（学力、体力、

社会性等」が身についていると感じている保護者の割合と、保育所（園）の教育内容や

幼稚園の教育に満足している保護者の割合、この２６年度の目標値が４０％というのは

ちょっと低過ぎるのじゃないかなと思うんですけど。 

 

（委員長） 

 いかがでしょうか。（「４０％の根拠」と呼ぶ者あり） 

 

（Ｄ委員） 

 まずは、４０％の根拠はどうなっているのか。 

 

（委員長） 

 根拠がどういうところかということですね。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 これは、佐賀市教育委員会のほうで市民満足度調査というのを実施しております。そ

の中で、小・中学校では倫理観、社会常識をはぐくむ教育が適正に行われておりますか

という設問がありますが、このアンケート結果で３５％と、そういうような結果が出て

おります。そういうことで、これを少し上回ったところでということで４０％というこ

とで設定をしております。 

 

（委員長） 

 というようなことだそうですけれども、どうですか。 

 

（Ｄ委員） 

 これは少し上げてほしいと思いますけど。 

 

（教育長） 

 それも市民満足度調査は、保護者ですよね。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 そうです。 

 

（教育長） 

 今、Ｄ委員さんが言われたところはもっともだなと思って聞いておりましたが、例え

ば、子どもの成長にあった「力」、学力、体力、社会性等が身についていると感じてい



  9 

る保護者が４０％となりますと、学校がいかにも否定されているパーセンテージです

ね、下は幼稚園でしょう。果たして、これだけ純然にみれば、根拠が今の市民満足度調

査にありましたから、それからここの目標値を割り出したというのはわかりましたが、

市民満足度調査そのものの妥当性を疑いたくなるパーセンテージですもんね。満足度調

査ですから、そう言ったらいかんのかもしれませんが。 

 下から２つ目は、学力、体力、社会性、あるいは家庭教育、地域教育もあわせて学校

教育を担うべき点がかなりあるんですね。学校教育に対する評価的であるというにおい

が非常に強い。その下は、幼稚園の教育に対するにおいの強いものですよね。というこ

とは、学校、幼稚園もっと頑張れということなんでしょうが、余りにも低い。根拠が今

示されましたから、根拠では納得いくんですが、根拠となるものの信頼性、これが非常

に私、疑問だなと思ってですね。例えば、各学校でこの調査を保護者にかけたら、こん

なパーセンテージは間違いなく出てこないと思います。だから、保護者ですかと聞いた

んですよ。これは正直言って、同じものを各学校の保護者にさせてみますと、こんなパ

ーセンテージは私出てこないと思います。学校なり、保育園なりで行っても出てこない。

だから、申し訳ありませんが、満足度調査も信頼性についてもですね。Ｄ委員さんどう

思われますか。私は素朴にそう考えています。 

 

（委員長） 

 これからの５年を取り組むということですよね。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 そうです。 

 

（委員長） 

 だから、少なくとも前半と後半ぐらいに分けていただいて、そして前半が、例えば 

４０％なり５０％、後半５年たったところでは６０％ぐらいというような、何かそうい

うふうになるような、一遍に全部行くということはなかなかできないかもわかりません

が、何かそういう手だてはできませんでしょうか。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 計画については、随時見直しとすることは可能であります。今、実態からいって４０％

が低いのじゃないかということでありまして、うちのほうは今説明をしたとおりなんで

すけれども、このことにつきましては、何％にするかということは、もう一回教育委員

会、こども課、それからまた学校教育課等も少し話をして、このパーセントについては

再度見直しといいますか、検討したいと思います。 

 

（委員長） 

 検討をお願いします。ということでよろしいでしょうか。 

 ほかに何か。はい、どうぞ。 

 

（Ａ委員） 

 資料編のところなんですが、重点目標というところに重点と書いてありますけれど

も、これは前期でできなかったものを重点とされているのか。あるいはニーズ調査の結

果からこういうものを重点目標にしようとなされたのか、そこら辺の説明をお願いしま

す。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 これは、この計画案の３３ページをお開き願いたいと思います。 

 第５章『施策の具体的な取り組み』、そして１番に「重点的な取り組み」ということ
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で、１点目が「子どもを育む。」、それから次の３４ページが「家庭の力を高める。」、そ

れから３番目に「地域で支える。」ということで、ここを特に重点的にというふうなこ

とで掲げております。そういうことで、その下に「主な取り組み」ということで書いて

おりますけれども、これらの事業も重点ということで最後の個別事業の中で掲げ、書い

ているところでございます。 

 

（委員長） 

 よろしいですか。 

 

（Ａ委員） 

 保育サービスの充実など、重点目標が全然入っていないところもありますよね。それ

は必ずしも重点目標じゃないということですね。ないところもありますけれども、地域

における子育て・親育ちへの支援で①、②、③、④とありますけど、②の保育サービス

の充実のところは重点目標はないですけれども、各項目についての重点目標というのは

考えられていないんですか。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 ちょっと済みません、聞き取りにくかったので、もう一度お願いします。 

 

（Ａ委員） 

 ごめんなさい。地域における子育て・親育ちへの支援というところに①、②、③、④

というふうにありますけれども、②の保育サービスの充実には重点目標というのが１個

もないですけれどもどういう考えですか。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 ５２ページですね。 

 

（Ａ委員） 

 必ずしも項目の中に、重点項目を最低１個は入れようということではないわけです

ね。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 はい、そういうことで重点というのはしておりません。先ほど申し上げましたところ、

それから地域協議会の中で意見等が出ておりますので、それらを反映させるということ

で重点目標というのを掲げております。そうということで、必ず項目がある部分に重点

をするということでは考えておりません。 

 

（委員長） 

 ほか何かございませんか。 

 

（Ｃ委員） 

 結局、２６年度の目標値というのは、アンケートなりをした調査の数値としてのもの

だと思うんですけど、ここの中を読んでいけば、ある程度、例えば、スポーツに参加さ

せる。体力、スポーツ活動への参加の促進とか、親しむ機会の提供とか、どこかの大き

いエリアを指定して、そこの子どもたちが週に何時間やったというような感じで確固た

る数字の目標値なども設定されたほうが、この数値に対して保護者の方がどういうふう

に思われますかとかいうふうな問いかけが今度できると思うんですよね。そういう形の

ものも少し考えていただければ、調査を求められたほうも責任を持った返答もできる

し、抽出されたデータももっと確実性があるデータになってくると思います。これを見
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ていた限りでは、図りますとか進めますとか、少しアバウトなところでとまっている部

分もあると思いますので、ある程度ゴール地点をかちっとできる分はつくっていただけ

るようなことも必要じゃないかとは思いますけど。 

 

（委員長） 

 という意見ですが、いかがでしょうか。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 これは当初に申し上げましたけれども、市役所で言えば24課ほどが子育ての支援に絡

むような事業を持ってきております。その方向性を示すという計画でございまして、具

体的なそこら辺の委員さんが言われたような数値については、各課で目標数値なりを設

定してやっていただこうと思っております。 

 そいうことでよろしゅうございますか。これについては方向性を示しているというこ

とです。 

 

（委員長） 

 総花的に、全体的なものとして出されたわけですよ。だけども、それについての各課

のすり合わせとか、あるいは目標値とかをぜひ設定していただけるようによろしくお願

いしたいと思うんですが、いかがですか。 

 

（こども課子育て支援係長） 

 目標値につきましては、この業務が国からの指針としては大変保育を中心にした行動

指針を示されておりますので、５１ページには資料編とはなりますけれども、具体的に

目標値を示して数値を掲げております。 

 それから、先ほど申し上げましたように、個別の事業につきましては、５２ページ以

降、個別の事業の概要を示した上で、現在私ども市役所の内部としては、すべての事務

事業につきまして、個別の目標数値をもって管理をしておりますので、事業別につきま

しては、その事業評価の中での進捗状況の管理をしていきたいというふうに考えており

ます。 

 

（委員長） 

 ということですが、よろしいですか、いかがですか。 

 

（Ｃ委員） 

 要は、これの下にまだいっぱい事業があるという考えていいわけですよね。 

 

（こども課子育て支援係長） 

 事務事業としては、確かに下にたくさんあります。 

 

（Ｃ委員） 

 そうですよね、おおもとだというような感じに思いたいと思います。わかりました。 

 

（委員長） 

 一応、これについてのパブリックコメントのまとめがありますね。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 はい。 
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（委員長） 

 そのときに、その意見がパブリックコメントで出てきたときに、またどういうふうに

するかも、またディスカッションがされないといけないと思いますから、パブリックコ

メントが出たところでもう一回検討させていただきたいと思います。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 それは２月の定例教育委員会で議題として上げさせていただきたいと思います。 

 

（委員長） 

 それでは、２月の定例教育委員会で、パブリックコメントを受けての審議をしたいと

思います。 

 

（Ｄ委員） 

 そのパブリックコメントの広報というのは、ホームページと市報のみなんでしょう

か。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 パブリックコメントは、やり方が決まっております。まず、こども課、それから各支

所、公民館にこの計画案を御提示をして意見を求めるということです。その周知につき

ましては、市報、それからホームページ等で行っているところです。 

 

（Ｅ委員） 

 済みません、１個だけお願いですけれども、パブリックコメントの後で結構ですので、

重点施策、この施策の具体的な実行内容をある程度ピックアップしてつけていただいた

ものを見たいんですけれど。 

 

（委員長） 

 そしたら、アクションプランをつけてほしいということですね。 

 

（Ｅ委員） 

 はい。全部が数値でパーセンテージで上がってくるので、ちょっと何か隔靴掻痒な感

じがするんですね。具体的に例えば、学力を向上させるために学校で宿題を出して必ず

チェックをするという体制を校長の指導のもとに実施しましたとか、ゆめポケットをこ

ういうふうにしましたとか、そういう具体的な部分で見えてきて初めて納得いくという

ところがあるので、全部をやると物すごい事務量ばかりふえて大変だと思うので、そう

いう部分が成果として上がってくるところまでぜひ見届けたいなと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 

（こども教育部副理事兼こども課長） 

 前期計画で個別事業をずっと二百幾つ挙げております。その中で、非常に難しいのが、

個別事業で、例えば、指導者の資質向上を図ります、目指しますという項目があります

けれども、目標指標として、例えば、研修を全部の幼稚園、保育園で行いますというの

を上げております。平成２１年度どうだったか。それを全部の幼稚園で実施しましたと

いうことで言えば、その目標指標は達成をしております。しかしながら、全園で実施し

たから、じゃあ資質向上が上がったかと言われると、なかなかそこら辺の判断が、また

別物で非常にそこら辺が、やった結果どうなのかというのがわかりにくい、そういうこ

ともありまして、今回は施策ごとに数値目標、成果指標を出して、市民の皆さんにどう

だったかというようなことを、すべてを含めたところで判断をしてもらおうということ

で今回改めたところです。 
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 そういうことで、委員さんがおっしゃるとおり目標を掲げた場合、そのとおりでその

まま評価できる部分もあるかもしれませんけれども、ソフト的な事業になりますと、な

かなか、じゃあそれを全部したから、それで効果が上がったかというと、ちょっと判断

しかねる部分もありますし、なかなかそこは難しいところですから。 

 

（委員長） 

 勉強会をした上で、これだけ意見がいろいろ出てくるということは、やっぱりとても

大切なことなんですよね、この次世代をどうするかというのは。もちろん、子供を産む

若い世代のお父さん、お母さんが子育てにどうかかわるかとか、地域を挙げてどうかか

わるかというのはやっぱり大事なことですから、非常にいろんな意見が出てくるのは必

然性があるんです。要するに、何を言いたいかというと、現状がきちっと把握されてい

て、現状を変えるという方法、目標が設定されて、その目標についての現実的な取り組

み方ができるようにしてほしいということだと思うんですね。ぜひそこら辺のことを、

検討される部分はされて、パブリックコメントを受けて、どうせされると思いますので、

またその次にもう一回審議をしていくということでよろしゅうございますか。 

 

（Ｅ委員） 

 はい。 

 

（委員長） 

 そういうことで、御苦労さまでございますが、よろしくお願いします。 

 では、２つの報告事項がありましたが、その他ですが、私のほうから１つ報告をさせ

てください。 

 先ほど思斉小・中学校一貫校のことについて、校名ということで、地域の久保田自治

会会長の三島元春様、それから思斉小学校ＰＴＡ会長の西岡豊様、それから思斉中学校

ＰＴＡ会長の山崎芳高様３人が訪れられまして、要望書を出されました。どういう内容

かといいますと、来年度ですか、思斉小・中学校一貫校ということで取り組みをします

ので、そのときに思斉館という校名といいますか、そういう名前を使わせてほしいとい

う要望でございます。地域を挙げてそういうことで使わせてほしいという要望を、全部

一致されての要望でございますので、一応そういうふうなことでどうかということでご

ざいました。 

 何か御意見、賛同などどうでしょうか。どうですか、何か反対とかいうことはないで

すかね。 

 

（Ｄ委員） 

 基本的に賛成ですけど、よかったら思斉館とされた歴史的背景とか、それを参考まで

にお願いします。 

 

（委員長） 

 前々から地域では、久保田地区では、「思斉」という言葉、これは論語が出されてい

る言葉だそうですけれども、地域を挙げて、歴史的には龍造寺家の流れで、その後、久

保田領主かな、領の主だった村田家が１７８４年に学問所の思斉館というのをつくった

と。そういうことで、明治以降になってその名前が解消されたけれども、地元では思斉

館という、学問に関してそういう名称が非常によく使われていた。今も使われている。

そういう伝統になっているということであります。それが大きな理由であります。 

 

（Ｄ委員） 

 ありがとうございます。 
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（Ｃ委員） 

 これは学校名とかは、例えば、ほかの組織、団体とかとダブっていいとかいけないと

かいうのはないですか。 

 

（教育長） 

 ありません。 

 

（Ｃ委員） 

 ありませんね。ちょっと記憶にある思斉館という団体を１つ知っていましたので。 

 

（教育長） 

 ここの場合には昔、領主の教育理想のもとつくられた「思斉館」に由来しており、館

はついていませんが、それから思斉をとって思斉小・中となっています。 

 

（Ａ委員） 

 それでは、今後、小学校は思斉館小学校となるんですか。 

 

（教育総務課長） 

 法律上、正式な名称というのは、今までと一緒で、佐賀市立思斉小学校、思斉中学校

なんです。今回一貫校にいたしますので、教育委員会の内規でそういった通称名の一貫

校とするものです。 

 

（Ａ委員） 

 通称名ですね、はい、わかりました。 

 

（委員長） 

 それでは、そういうことで了解したということでよろしいですね。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 ではそういうことで、次は、学校教育課から、中学校でのインフルエンザの集団予防

接種についてのことです。どうぞ。 

 

（学校教育課長） 

 新型インフルエンザをめぐる動きについて、委員の皆様にもご報告を申し上げておき

たいと思います。 

 中学３年生と高校３年生の集団的な予防接種ということについては、もう新聞記事等

でも報道されました。佐賀市内も佐賀市医師会の御協力をいただきまして、中学３年生

については集団的な接種を進めようということで、日程が１２月２４日木曜日から連続

いたしまして５日間の間に行う。つまり、１２月２８日月曜日までに行うと。その間で

１８校すべて実施するようにいたしております。 

 なお、集団的な接種につきましては、中学生の場合、これはあくまでも保護者の同意

が必要でございます。同意が得られなかった場合には、接種は残念ながらできません。

現時点では９０７名という数字が確定しました。きょう時点で確定しております。中学

３年生が2,123名おります。そのうちの907名。そのうちの約６３０名ほどが罹患してお

ります。ですから、ワクチンの必要性はございません。ですから、９０７プラス６３０

にいたしましても、５００数十名がワクチンを未接種の状態で年を越すと。 

 考えますと、これがなぜ来たかといいますと、１月の中旬から入試日程がもうスター

トいたします。高校入試の日程がスタートいたします。個人差はございますけれども、

ワクチン接種後２週間ほどたたないと抗体ができないとか、そういったこともありまし

て、年内接種が急がれるということで今回やっているわけで、２月あるいは３月に入試
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を迎えるような子どもさん方については、１月からでも決して遅くはないわけでござい

ます。そこら辺は保護者が判断されてのことかなとも思っております。 

 以上、ご報告をいたしておきます。 

 

（委員長） 

 お金はかかるんですか。 

 

（学校教育課長） 

 １人３，６００円かかっております。個人負担でございます。 

 

（委員長） 

 では、もう一つ報告事項がありますが、青少年課から２３年度以降の成人式のことに

ついての報告を、どうぞお願いします。 

 

（青少年課長） 

 ３点ほどご報告とお願いということで、まず１点は、きょうは教育委員さんのほうに

封筒の中に入れております。その中身は、見ていただけるとわかると思いますけれども、

式次と会場位置図、会場一覧、それと式辞の依頼文、そういったものを入れております。 

 会場一覧のほうには担当課及び会場の連絡先等を記載しておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 なお、行かれます出張所のほうからは、各委員さんあてに事務連絡等小さなことにつ

きましては、詳しいことをご連絡していただくようにしておりますので、後日連絡があ

るかと思います。位置図を見ていただければ、場所等もわかるようにしておりますので、

何か疑問等があればまたよろしくお願いいたします。詳しい内容等につきまして、出張

所のほうからまた後日ご連絡がありますので、よろしくお願いしたいと思います。北部

のほうでは雪のほうもちょっと心配等ございますので、そのあたりも含めてご確認をお

願いしたいと思います。これが１点でございます。 

 ２点目、これは教育委員さんではございませんけれども、この場で失礼なんですけれ

ども、教育委員会本庁各課の参事さん以上につきましては、当日動員等をお願いしてお

りまして、スケジュール及び業務分担表を差し上げております。各課長さんのほうには

参事さんの分まで入れておりますので、２部ないし３部あるところもあるかと思いま

す。よろしくお願いいたします。年の初めでご多用中と思いますけれども、よろしくお

願いいたします。 

 昨年はご存じのとおり、新聞等を騒がせましたけれども、ことしは舞台そでには警備

員を２名配置し、そして、２階席等には職員を４名ほど配置するようにしております。

ということで、そちらのほうは対応したいということと、また警察のほうにもお願いに

行っております。 

 以上が２点でございます。 

 次、３点目は２３年度以降の成人式の統一ということで、資料等は差し上げておりま

せん。口頭で申しわけございませんけれども、ご説明申し上げます。 

 合併以来、懸案事項でございました成人式の同一開催につきましては、現状はご存じ

のとおり旧市町村ごとの分散で開催をしております。２度の合併を経まして、もう既に

２年を経過いたしました。成人式につきましては、各地域におきます思いもありまして、

各々開催されております。一体化した成人式を行いながら、将来の佐賀市を担う若者に

佐賀市は一つという、そういった意識を持ってもらうためにも早期の統一開催が必要で

はないかなというふうなことで考えておりまして、昨年から、１年と少し前になります

けれども、各市町村の担当者を集めまして、問題点と課題、解決策等について検討して

くださいということで、約１年ほどかけて話をしてまいりました。その際、各地域にお

きます主だった団体にもお尋ねくださいと。そして、担当課だけじゃなくて、支所を挙
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げて、そういった考えも含めてお出しくださいということで、いろいろ検討を重ねてま

いりました。その結果、２３年度の開催というふうな合意を見ました。 

したがいまして、平成２４年の１月からの統一開催ということになりまして、現在の

ところは決裁を各支所を通しまして、現在教育長まで済んでおります。今後は市長の決

裁ということで方針決裁が終わりますけれども、それが終わりました時点で各議会の議

員さんにも説明をしたい、そういうふうに考えております。 

 それに伴いまして、市民会館で開催しております会場は、文化会館のほうに移るとい

うふうなことになるかと思います。 

 以上でございます。 

 

（委員長） 

 ほかに何かありますか。 

 

（教育長） 

 今の件でですけど、特に三瀬と富士が冬の時点では、どか雪とか凍結とかの問題で、

行けそうにないというときがあったときに対応はどのようになるんでしょうか。 

 

（青少年課長） 

 そうですね、マイクロバスと申しますか、そういったものを回すことも必要なんじゃ

ないかなというふうなことも考えておりましたけど、詳細についてはまだ申しわけござ

いませんけれども、詰めておりません。 

 

（教育長） 

 例えば、支所の方がごあいさつをしていただくとか、いわゆる予備的な、補充の考え

ですね。こっちから行けないとなったときの場合です。それは想定をしておいてもらわ

ないと、なくてもともとなんですが。ですから、場合によっては前日から泊まろうかな

とも思っているんですけれどもね。 

 

（青少年課長） 

 現在のところ、教育委員さんが例えば行ってもらうときに、雪の日もありました。そ

ういうときには、例えば、支所のほうから来ていただいて、大和まで来ていただいて、

そこから山のほうに行ってもらうとか、そういうふうなことも過去にやったこともござ

います。確かにゼロとは言えませんけれども、マイクロバスを回すこともどうかなと思

いながら、視野には入れておりましたけれども、今後の課題かなとは思っております。 

 

（委員長） 

 そのことは、ことし、寒気が来るかもしれないからどうするかですね。 

 

（教育長） 

 端的には、私と委員長が自分で運転しては上っていけないとなった場合ですね。 

 

（委員長） 

 そういうふうな対策を、ちゃんと準備していただいて、それがせんでよかったねとい

うことになれば幸いですから、そういうこともお願いします。 

 ほかに何かありますか。 

 

（Ａ委員） 

 ちょっとお尋ねなんですが、テレビで先日でしたか、佐賀県内の児童・生徒の暴力事

件は減ったというふうに報道されておりました。それで、佐賀市の場合はどうなのかな
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とちょっと思いましたので、お聞きしたいと思います。 

（学校教育課長） 

 この間もＰＴＡとの協議会の中でも出ておりましたけれども、減ったという状況では

ないですね。それで、どの程度のものを上げるかということで、学校自身もいろいろご

相談を受けながらやっているところですけれども、実際一番多いのは生徒間なんですけ

れども、対教師については、やはり、対教師に報復に近い状況も実際ございます。先生

に食ってかかっているというふうな、そういったことも実際ございます。 

 

（Ａ委員） 

 そういう生徒さんへの対応というのはどうなさっているんですか。暴力を起こした児

童・生徒に対しては。 

 

（学校教育課長） 

 具体的には言えば、明らかに傷害事件ですから、そういう措置を最近ではかなりとる

ようになっております。以前は温情的にというのが先に立っておりましたけど、現場の

ほうは、もう正直そう言っていられないような状況がありますから。 

 

（Ａ委員） 

 １人で何回もするという生徒はいるんですか。 

 

（学校教育課長） 

 おります。最終的には、そういう子どもさんは学校の指導から、実際警察のお力をあ

る程度かりながら、そして、相当の施設に一定期間預けてと。現在、保護観察中で戻っ

てきているという生徒も複数名おります。 

 

（Ａ委員） 

 わかりました。ありがとうございました。 

 

（教育委員長） 

 これで報告事項は終わります。 

特に、他にはないですか、他に無いようですから、これで１２月の定例教育委員会を

閉会します。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


